
今
回
は
、
国
立
公
園
研
究
所
の
活
動

そ
の
も
の
で
は
な

い
が
、
古

い
資
料
を

読
む
面
白
さ
の

一
端
を
紹
介
し
た
い
と

思
う
。
朝
日
新
聞
の
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー

ス

「
聞
蔵
Ⅱ
」
で
検
索
で
き
る
古

い
記

事
で
あ
る
。

一
一
一
一
〇
０
年
前
の

一
●

●
一■
目
立
公
目
論
」

一

こ
の

「
国
立
公
園
論
」
は
、　
一
九
二

一
年
九
月
七
日

〈
一
〉
か
ら

一
三
日

〈六
〉
（九
月

一
二
日
は
休
載
）
に
か
け

て
、
東
京
朝
日
新
聞
に
連
載
さ
れ
た
田

村
剛
の
連
載
記
事

の
題
名
で
あ
る
。
従

っ
て
、
実
は

一
〇
〇
年
前
で
は
な
く
、

九
七
年
前
で
あ
る

（現
在
は
二
〇

一
人

年
八
月
）
。　
一
九
二

一
年
は
、
大
正

一

〇
年
で
あ
る
。
明
治
四
四
年
に
日
光

・

富
士
山
な
ど
の
公
園
設
置
に
関
す
る
請

願

・
建
議
が
出
さ
れ
て
か
ら

一
〇
年
後
、

昭
和
六
年
の
国
立
公
園
法
の
制
定
ま
で

あ
と

一
〇
年
の
時
点
で
あ
る
。
国
立
公

園
の
設
置
を
求
め
る
運
動
が
各
地
方
に

沸
き
起
こ

っ
て
、
ど
こ
を
国
立
公
園
に

指
定
す
る
の
か
、
と
い
う
点
が
過
熱
し
、

内
務
省
が
候
補
地
調
査
を
始
め
て
い
る

こ
ろ
で
あ

っ
た
。
当
時
は
保
護
林
制
度

や
天
然
記
念
物
制
度
が
制
定
さ
れ
た
ば

か
り
で
、

つ
づ
い
て
国
立
公
園
制
度
を

つ
く
ろ
う
と
政
府
が
動

い
て
い
た
時
期

で
、
内
務
省
の
中
で
も
天
然
記
念
物
行

政
を
担
当
す
る
地
理
課
と
公
園
行
政
を

担
当
す
る
保
健
課
が
並
行
し
て
調
査
を

行
う
な
ど
、
国
立
公
園
の
形
が
ま
さ
に

こ
れ
か
ら
決
ま

っ
て
い
く
過
渡
期
で
あ

っ
た
。

田
村
個
人
名
で
書
か
れ
た
こ
の
記
事

は
、
実
際
に
は
内
務
省
保
健
課
の
意
向

と
し
て
の
意
味
を
帯
び
、
の
ち
に
日
本

の
国
立
公
園
制
度
を
創
設
し
た
当
事
者

の

一
人
で
あ
る
田
村
剛
の
思
想
が
分
か

り
や
す

い
形
で

一
般
国
民
に
向
け
て
説

か
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ

う
。

開
発
を
強
調
し
た
田
村
剛

こ
の
記
事
の
中
で
展
開
さ
れ
て
い
る

田
村
剛
の
主
張
は
、
ご
く
簡
単
に
言
え

ば

「自
然
地
域
を
保
護
す
る
だ
け
で
は

国
立
公
園
と
は
言
え
ず
、
そ
れ
を
国
民

が
利
用
し
や
す
い
よ
う
開
発
し
な
け
れ

ば
意
味
が
な

い
」
、
と

い
う
も

の
で
あ

る
。
日
立
公
園
と
い
う
も
の
は

″
開
発

を
し
て
ク
公
園
と
し
て
活
用
す
る
も
の

で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
相
当
強
調
さ
れ

て
い
る
ｃ

昭
和
六
年
に
発
行
さ
れ
た
伊
藤
武
彦

著

「
国
立
公
園
法
解
説
」
に
あ
る
国
立

公
園
の
定
義
は
、
「
自
然
ノ
大
風
景

ヲ

保
護
開
発
シ
、
国
民
ノ
保
健
体
養
教
化

二
供
用
ス
ル
為
国
ノ
設
定

ス
ル
公
園
」

で
あ
る
。
当
時
の
語
感
は
今
と
異
な
る

だ

ろ
う
か
ら
、
田
村
が
当
時
使

っ
た

「
開
発
」
と

い
う
言
葉
は
、
今
で
言
う

「
利
用
施
設
の
適
度
な
整
備
」
に
近

い

の
か
も
し
れ
な

い
が
、
「
国
立
公
園
に

必
要
な
設
備
に
は
、
温
泉
其
他
浴
場
設

備
、
水
泳
場
、
舟
遊
場
、
釣
魚
場
、
散

策
道
、
自
動
車
道
、
ゴ
ル
フ
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
、
其
他
大
小
劇
場
殊
に
野
外
劇

場
等
が
あ
る
。
（略
）
病
院
と
警
察
も

完
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

〈
三
）
」

な
ど
、
「
公
園
が
生
活

の
場
所

〈
六
）
」

で
あ
る
た
め
に
必
要
な
設
備
と
快
適
性
、

そ

の
た
め

の

ク
開
発
適
地

・
を
強
く
求

め
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
．

富
士
山
と
上
高
地
の
比
較

開
発
の
強
調
と
関
連
し
て
記
事

の
中

に
面
白

い
部
分
が
あ
る
。
富
士
山
と
上

高
地
を
比
較
す
る
場
面
が
複
数
出
て
く

る
の
で
あ
る
が
、
意
外
な
ほ
ど
、
富
士

山
を
け
な
し
て
上
高
地
を
も
ち
上
げ
て

い
る
の
で
あ
る
ｃ
円
村
が
考
え
る
国
立

公
園
の
理
想
像
が
伺
え
て
面
白

い
。

「
（略
）
ホ
テ
ル
、
別
荘
地
、
各
種
運

動
場
其
他
を
建
設
す
る
た
め
に
相
営
な

平
坦
地
ま
た
は
緩
傾
斜
地
を
必
要
と
す

る
。
之
等
の
点
に
つ
い
て
上
高
地
の
ご

と
き
は
最
も
理
想
的
で
あ
る
が
、
単
峰

と
し
て
の
富
士
や
白
馬
は
大
き
な
欠
点

を
持

つ
わ
け
で
あ
る
。
（略
）
〈三
）
」

「
（略
）
山
は
山
脈
の
肢
節
が
発
達
し

て
谷
や
峰
や
湖
沼
や
高
原
等
が
錯
雑
し

て
い
る
ほ
ど
面
白

い
。
単
峰
と
し
て
の

富
士
よ
り
も
日
光
よ
り
も
更
に
ア
ル
プ

ス
が
良

い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
日
本
北

ア
ル
プ
ス
程
理
想
的
な
も

の
は
な

い
ｃ

（略
）
〈
五
〉
」

「
（略
）
要
す
る
に
公
園
が
生
活
の
場

所
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
見
逃
し
、
設

備
の
可
能
性
を
見
逃
し
た
結
果
で
な
け
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